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1 はじめに

本研究では, 人間の視覚特性に基づいた色処理を行う
ことによってより自然な色変換を自動的に行う手法を提

案する. 従来, 我々は入力された画像の色合いを参照画
像の色合いに変換する手法として, 心理視覚分野で広く
知られている基本色カテゴリ概念 [1]を導入した色変換
手法を提案した [2, 3]. しかしながら, 人間の視覚処理で
は目に入って来た色刺激の中から照明光成分を取り除き

物体表面に対応した色を知覚しているに対し, 従来の提
案アルゴリズムでは光源色要素を除去していない入力画

素値そのものによって色のカテゴリ分類を行っていたた

め, 有彩色の光源で照らされているシーンの場合, 知覚
とは異なるカテゴリ分類が生じることがあった. そこで
本稿では入力画像から照明光の色を取り除く処理を行っ

た後にカテゴリ分類を行うことによって, より人間の知
覚に沿う色変換を可能にすることを目標とする.

2 提案アルゴリズム

光源色推定部分を追加した色変換アルゴリズムは以下

のようになる. まず最初に, 入力及び参照画像から光源
色要素を取り除く. 次に, 既報の手順 [3] に従い色変換
を行う. 最後に, 参照画像の光源色を入力画像に与える.
従来, さまざまな光源色推定アルゴリズムが提案され
ている. 本稿では, その中で最も推定能力が高いアルゴ
リズムの一つとされている Finlaysonらの手法 [4]を用
い, 光源色の推定を行う. 次に, 推定された光源色値を用
いて入力画像より光源色を取り除いた画像を作成するた

めに, LMS 色空間内で Von Kriesの順応式によって各
画素の色変換を行う.
しかしながら, Finlayson らの手法を含め現存する光
源色推定アルゴリズムで光源色が正確に推定される保証

はない. そこでユーザインタフェースを実装し, もし光
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源色の推定が適切でなかった場合, ユーザが推定光源色
の修正を行えるようにする. 光源色の補正を行うユーザ
インタフェースとして, 光源色の色相, 彩度, 明度の微調
整を行ってもらい, その結果光源色を取り除いた画像が
どのような色合いに変換されるのかを確認してもらうと

いう方法が考えられる. しかし, 人間の目は画像に存在
する色に対し適応してしまい, 光源色が取り除かれたか
否かを適切に判断できない場合もあるという点に注意し

なければならない. そこで本研究では, 図 1に示すよう
に, 光源色を除去した画像に対しネーミングを行った結
果を示し, 各画素に対して光源色が適切に取り除かれた
か否かの判断を行う時の参考にしてもらうようにした.

図 1 光源色修正のためのユーザインタフェース

3 実験及び結果

本節では実験結果を示す. Finlaysonらの手法を実装
するに当たり, 本稿では「さまざまな光源」として, 黒
体放射線上のデータを含む 83 個の光源色 [5] を, また,
「さまざまな物体色」として, マンセルチップデータを含
む 1995個のスペクトルデータ [5]を用いた.
図 2に結果を示す. 図 2(a)は入力画像, 図 2(b)は参
照画像, 図 2(c) は (a) から光源色要素を取り除いた画
像, 図 2(d)は (c)のネーミング結果画像, 図 2(e)は (a)
と (b)による色変換結果画像を示す. 図 2(f)は比較画像
として (a)のネーミング画像, 図 2(g)は (a)と (b)によ
る変換画像である. 図 2から分かるように, 光源色推定
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(a) 入力画像 (b) 参照画像

(c) 光源色除去画像 (d) 光源色推定後の初期
ネーミング結果画像

(e) 光源色推定付き色変換結果画像

(f) 光源色推定なし初期 (g) 光源色推定なし
ネーミング結果画像 色変換結果画像

図 2 色変換実験結果

を行っていない場合, 画素ネーミングが光源色の影響を
受けてしまい図 2(f) のように黄色い野原が灰色とネー
ミングされ, その結果, 図 2(g)のように他の色へと色変
換されてしまう. 一方で本提案手法では図 2(d) のよう
なネーミングが可能となり, その結果図 2(e) のような
自然な色変換が可能になった.

4 結論及び今後の課題

本提案手法では光源色を考慮することによって, カテ
ゴリカルカラーネーミングを行った色変換においてより

有効な結果を得ることが可能となった. 今後の課題とし
ては, 光源色の推定精度を挙げるため, Finlaysonらの手
法を改善することが挙げられる. また, 実際の画像に多
く見られる, 複数光源及び部分光源に関する検討も行っ
ていく予定である.
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